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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ネットワークを使用した画像データの送信と公衆回線を使用した画像データの送信とが
可能な画像送信装置において、
　画像データをカラーモードとモノクロモードとで入力可能な画像データ入力手段と、
　同報送信の宛先の指定を受け付ける宛先指定手段と、
　前記宛先指定手段で指定を受け付けた前記宛先の中に、ネットワークを経由して前記画
像データを受信できない宛先が含まれているか否かを判定する判定手段と、
　カラー送信の指定がなされている場合は、前記判定手段に前記判定を行わせ、前記受信
できない宛先が含まれていると判断された場合は、前記画像入力手段に、前記同報送信に
係わる画像データの入力をモノクロモードで行なわせ、該画像データを前記同報送信の各
宛先に送信し、前記受信できない宛先が含まれていないと判断された場合は、前記画像入
力手段に、前記同報送信に係わる画像データの入力をカラーモードで行なわせ、該画像デ
ータを前記同報送信の各宛先に送信し、カラー送信の指定がなされていない場合は、前記
画像入力手段に、前記同報送信に係わる画像データの入力をモノクロモードで行なわせ、
該画像データを前記同報送信の各宛先に送信する送信制御手段と、
　前記判定手段により前記受信できない宛先が含まれていると判断された場合は、前記同
報送信に係わる画像データの入力がモノクロモードで行なわれることをユーザに通知する
通知手段と
　を有する
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　ことを特徴とする画像送信装置。
【請求項２】
　前記判定手段は、前記宛先に関する受信能力情報に基づいて、前記宛先の中にネットワ
ークを経由して前記画像データを受信できない宛先が含まれているか否かを判断する
　ことを特徴とする請求項１に記載の画像送信装置。
【請求項３】
　インターネット・プロトコルを使用した画像データの送信とＴ．３０に準拠したファク
シミリ・プロトコルを使用した画像データの送信とが可能な画像送信装置において、
　画像データをカラーモードとモノクロモードとで入力可能な画像データ入力手段と、
　同報送信の宛先の指定を受け付ける宛先指定手段と、
　前記宛先指定手段で指定を受け付けた前記宛先の中にインターネット・プロトコルを使
用して前記画像データを受信できない宛先が含まれているか否かを判定する判定手段と、
　カラー送信の指定がなされている場合は、前記判定手段に前記判定を行わせ、前記受信
できない宛先が含まれていると判断された場合は、前記画像入力手段に、前記同報送信に
係わる画像データの入力をモノクロモードで行なわせ、該画像データを前記同報送信の各
宛先に送信し、前記受信できない宛先が含まれていないと判断された場合は、前記画像入
力手段に、前記同報送信に係わる画像データの入力をカラーモードで行なわせ、該画像デ
ータを前記同報送信の各宛先に送信し、カラー送信の指定がなされていない場合は、前記
画像入力手段に、前記同報送信に係わる画像データの入力をモノクロモードで行なわせ、
該画像データを前記同報送信の各宛先に送信する送信制御手段と、
　前記判定手段により前記受信できない宛先が含まれていると判断された場合は、前記同
報送信に係わる画像データの入力がモノクロモードで行なわれることをユーザに通知する
通知手段と
　を有する
　ことを特徴とする画像送信装置。
【請求項４】
　前記判定手段は、前記宛先に関する受信能力情報に基づいて、前記宛先の中にインター
ネット・プロトコルを使用して前記画像データを受信できない宛先が含まれているか否か
を判断する
　ことを特徴とする請求項３に記載の画像送信装置。
【請求項５】
　カラー画像データの送信とモノクロ画像データの送信とが可能な画像送信装置において
、
　画像データをカラーモードとモノクロモードとで入力可能な画像データ入力手段と、
　同報送信の宛先の指定を受け付ける宛先指定手段と、
　前記宛先指定手段で指定を受け付けた前記宛先の中にカラー画像データを受信できない
宛先が含まれているか否かを判定する判定手段と、
　カラー送信の指定がなされている場合は、前記判定手段に前記判定を行わせ、前記受信
できない宛先が含まれていると判断された場合は、前記画像入力手段に、前記同報送信に
係わる画像データの入力をモノクロモードで行なわせ、該画像データを前記同報送信の各
宛先に送信し、前記受信できない宛先が含まれていないと判断された場合は、前記画像入
力手段に、前記同報送信に係わる画像データの入力をカラーモードで行なわせ、該画像デ
ータを前記同報送信の各宛先に送信し、カラー送信の指定がなされていない場合は、前記
画像入力手段に、前記同報送信に係わる画像データの入力をモノクロモードで行なわせ、
該画像データを前記同報送信の各宛先に送信する送信制御手段と、
　前記判定手段により前記受信できない宛先が含まれていると判断された場合は、前記同
報送信に係わる画像データの入力がモノクロモードで行なわれることをユーザに通知する
通知手段と
　を有する
　ことを特徴とする画像送信装置。
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【請求項６】
　前記判定手段は、前記宛先に関する受信能力情報に基づいて、前記宛先の中にカラー画
像データを受信できない宛先が含まれているか否かを判断する
　ことを特徴とする請求項５に記載の画像送信装置。
【請求項７】
　前記受信能力情報とは、前記宛先が画像データを受信する際に用いる回線に関する情報
である
　ことを特徴とする請求項２に記載の画像送信装置。
【請求項８】
　前記受信能力情報とは、前記宛先が画像データを受信する際に使用するプロトコルの種
類を示す情報である
　ことを特徴とする請求項４に記載の画像送信装置。
【請求項９】
　前記受信能力情報とは、前記宛先がカラー画像データを受信可能なカラー機かカラー画
像データを受信できないモノクロ機かを示す情報である
　ことを特徴とする請求項６に記載の画像送信装置。
【請求項１０】
　前記通知手段は、前記同報送信に係わる画像データの入力がモノクロモードで行なわれ
ることを、所定の表示手段への表示およびまたは所定の印刷手段によるレポート印刷で通
知する
　ことを特徴とする請求項１乃至９のいずれか１つに記載の画像送信装置。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、指定された宛先に画像データを送信するファクシミリ装置などの画像送信装
置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　近年、ファクシミリ装置においては、公衆回線を利用したＧ３-ＦＡＸに加えて、イン
ターネットを介して画像データを送受信するＩＰ（Internet Protocol）-ＦＡＸなどのネ
ットワークＦＡＸが普及しつつある。ネットワークＦＡＸでは、高速・安価に大量の画像
データを伝送できることからカラー画像の送受信を可能にした装置もある。
【０００３】
　このようなカラー機の登場により、世の中に、モノクロ機とカラー機とが混在するよう
になると、一度の操作で複数の宛先に画像を送信する同報送信機能を使用する場合に、同
報宛先の中にカラー機とモノクロ機とが混在する可能性が生じ、かかる場合の送信処理を
適切に行なうための各種技術が提案されている。
【０００４】
　たとえば、同報宛先の中にカラー機とモノクロ機とが混在し、かつ送信モードとしてカ
ラー送信が指定されている場合は、原稿をカラーで読み取ると共に、宛先をカラー機のグ
ループとモノクロ機のグループとに分類し、カラー機のグループへはカラーで読み取った
画像データをそのまま送信し、モノクロ機のグループへは送信前にカラー／モノクロ変換
するようにしたインターネットファクシミリ装置が提案されている（たとえば、特許文献
１参照。）。
【０００５】
【特許文献１】特開２００５－２６９７８号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　上記のようにカラーで読み取った画像をモノクロ機へ送信する前にカラー／モノクロ変
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換する場合に、該変換をＣＰＵに行なわせるとその処理負担が大きいので、他の処理の進
行に支障を来して装置としてのパフォーマンスが低下してしまう。たとえば、カラー／モ
ノクロ変換の処理中に次の送信ジョブの予約操作を受けた場合に、該ユーザの操作に対す
る応答が緩慢になるなどの支障が生じてしまう。
【０００７】
　図４は、従来の混在同報送信の処理手順を参考に示したものである。従来の処理手順で
は、原稿をカラーで読み取り(ステップＳ２０１)、同報送信の宛先の中にモノクロで送信
する必要のある宛先が存在するか否かを調べ(ステップＳ２０２)、モノクロ専用の宛先が
混在する場合は(ステップＳ２０２；Ｙ)、カラーで読み取った画像データをカラー／モノ
クロ変換してモノクロの画像データを生成する（ステップＳ２０３）。
【０００８】
　そして、カラーの画像データはカラー受信可能な宛先に送信し、モノクロの画像データ
はモノクロ専用の宛先に送信して(ステップＳ２０４) 処理を終了する（エンド）。一方
、モノクロ専用の宛先が混在しない場合は(ステップＳ２０２；Ｎ)、同報送信の全宛先に
、カラーの画像データを送信して(ステップＳ２０５)処理を終了する（エンド）。このよ
うに、従来の処理手順ではカラー／モノクロ変換が発生し、該変換のための処理負担の増
大や専用のハードウェアを必要とするなどの問題があった。
【０００９】
　一方、カラー／モノクロ変換用に専用のハードウェアを設ける場合には、ＣＰＵの処理
負担は軽減されるが、装置のコストアップを招き、低価格機への採用は難しい。
【００１０】
　また、原稿の読み取りをカラーとモノクロとで同一原稿に対して２回行なうことは、読
み取り時間の増加や操作が面倒になるほか、原稿の読取位置が微妙に変化して画像が異な
るものになる虞もあって、好ましくない。
【００１１】
　本発明は、上記の問題を解決しようとするものであり、同報送信の宛先にカラーの宛先
とモノクロの宛先とが混在する場合でも、画像データをカラー／モノクロ変換することな
く、また、同一原稿に対して２回の読み取りを行うことなく同報送信の可能な画像送信装
置を提供することを目的としている。
【課題を解決するための手段】
【００１２】
　以上の目的は以下のいずれかの構成によって達成される。
【００１３】
（１）ネットワークを使用した画像データの送信と公衆回線を使用した画像データの送信
とが可能な画像送信装置において、
　画像データをカラーモードとモノクロモードとで入力可能な画像データ入力手段と、
　同報送信の宛先の指定を受け付ける宛先指定手段と、
　前記宛先指定手段で指定を受け付けた前記宛先の中に、ネットワークを経由して前記画
像データを受信できない宛先が含まれているか否かを判定する判定手段と、
　カラー送信の指定がなされている場合は、前記判定手段に前記判定を行わせ、前記受信
できない宛先が含まれていると判断された場合は、前記画像入力手段に、前記同報送信に
係わる画像データの入力をモノクロモードで行なわせ、該画像データを前記同報送信の各
宛先に送信し、前記受信できない宛先が含まれていないと判断された場合は、前記画像入
力手段に、前記同報送信に係わる画像データの入力をカラーモードで行なわせ、該画像デ
ータを前記同報送信の各宛先に送信し、カラー送信の指定がなされていない場合は、前記
画像入力手段に、前記同報送信に係わる画像データの入力をモノクロモードで行なわせ、
該画像データを前記同報送信の各宛先に送信する送信制御手段と、
　前記判定手段により前記受信できない宛先が含まれていると判断された場合は、前記同
報送信に係わる画像データの入力がモノクロモードで行なわれることをユーザに通知する
通知手段と
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　を有する
　ことを特徴とする画像送信装置。
【００１４】
　上記発明では、同報送信の宛先の中にネットワークを経由して画像データを受信できな
い宛先が含まれている場合は、モノクロモードで画像データの入力を行ない、全宛先にモ
ノクロの画像データが送信される。最初からモノクロモードで画像データを入力するので
、宛先がモノクロ機の場合にカラー／モノクロ変換せずに済む。なお、公衆回線はインタ
ーネットなどのネットワークに比べて通信速度が遅く、通信費用もかかるので、モノクロ
の場合に比べてデータ量が数倍に増えるカラーの送受信に対応した公衆回線用の装置は特
殊で普及していない。そこで、同報宛先の中にネットワークを使用するカラーの宛先が含
まれている場合でも公衆回線の宛先が混在しているときはモノクロで画像データを入力し
、全宛先にモノクロで送信している。また、判定手段による判定の結果、画像データの入
力が自動的にモノクロモードに設定されたことがユーザに通知される。
【００１５】
（２）前記判定手段は、前記宛先に関する受信能力情報に基づいて、前記宛先の中にネッ
トワークを経由して前記画像データを受信できない宛先が含まれているか否かを判断する
　ことを特徴とする（１）に記載の画像送信装置。
【００１６】
　上記発明では、たとえば、予め宛先に関する受信能力情報を登録しておき、同報送信の
宛先の中にネットワークを経由して前記画像データを受信できない宛先が含まれているか
否かを判断する。
【００１７】
（３）インターネット・プロトコルを使用した画像データの送信とＴ．３０に準拠したフ
ァクシミリ・プロトコルを使用した画像データの送信とが可能な画像送信装置において、
　画像データをカラーモードとモノクロモードとで入力可能な画像データ入力手段と、
　同報送信の宛先の指定を受け付ける宛先指定手段と、
　前記宛先指定手段で指定を受け付けた前記宛先の中にインターネット・プロトコルを使
用して前記画像データを受信できない宛先が含まれているか否かを判定する判定手段と、
　カラー送信の指定がなされている場合は、前記判定手段に前記判定を行わせ、前記受信
できない宛先が含まれていると判断された場合は、前記画像入力手段に、前記同報送信に
係わる画像データの入力をモノクロモードで行なわせ、該画像データを前記同報送信の各
宛先に送信し、前記受信できない宛先が含まれていないと判断された場合は、前記画像入
力手段に、前記同報送信に係わる画像データの入力をカラーモードで行なわせ、該画像デ
ータを前記同報送信の各宛先に送信し、カラー送信の指定がなされていない場合は、前記
画像入力手段に、前記同報送信に係わる画像データの入力をモノクロモードで行なわせ、
該画像データを前記同報送信の各宛先に送信する送信制御手段と、
　前記判定手段により前記受信できない宛先が含まれていると判断された場合は、前記同
報送信に係わる画像データの入力がモノクロモードで行なわれることをユーザに通知する
通知手段と
　を有する
　ことを特徴とする画像送信装置。
【００１８】
　上記発明では、同報送信の宛先の中にインターネット・プロトコルを使用して画像デー
タを受信できない宛先が含まれている場合は、モノクロモードで画像データの入力を行な
い、全宛先にモノクロの画像データが送信される。
【００１９】
（４）前記判定手段は、前記宛先に関する受信能力情報に基づいて、前記宛先の中にイン
ターネット・プロトコルを使用して前記画像データを受信できない宛先が含まれているか
否かを判断する
　ことを特徴とする（３）に記載の画像送信装置。
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【００２０】
（５）カラー画像データの送信とモノクロ画像データの送信とが可能な画像送信装置にお
いて、
　画像データをカラーモードとモノクロモードとで入力可能な画像データ入力手段と、
　同報送信の宛先の指定を受け付ける宛先指定手段と、
　前記宛先指定手段で指定を受け付けた前記宛先の中にカラー画像データを受信できない
宛先が含まれているか否かを判定する判定手段と、
　カラー送信の指定がなされている場合は、前記判定手段に前記判定を行わせ、前記受信
できない宛先が含まれていると判断された場合は、前記画像入力手段に、前記同報送信に
係わる画像データの入力をモノクロモードで行なわせ、該画像データを前記同報送信の各
宛先に送信し、前記受信できない宛先が含まれていないと判断された場合は、前記画像入
力手段に、前記同報送信に係わる画像データの入力をカラーモードで行なわせ、該画像デ
ータを前記同報送信の各宛先に送信し、カラー送信の指定がなされていない場合は、前記
画像入力手段に、前記同報送信に係わる画像データの入力をモノクロモードで行なわせ、
該画像データを前記同報送信の各宛先に送信する送信制御手段と、
　前記判定手段により前記受信できない宛先が含まれていると判断された場合は、前記同
報送信に係わる画像データの入力がモノクロモードで行なわれることをユーザに通知する
通知手段と
　を有する
　ことを特徴とする画像送信装置。
【００２１】
　上記発明では、宛先の中にカラー画像データを受信できない宛先が含まれていると判断
される場合は、モノクロモードで画像データの入力を行ない、全宛先にモノクロの画像デ
ータが送信される。
【００２２】
（６）前記判定手段は、前記宛先に関する受信能力情報に基づいて、前記宛先の中にカラ
ー画像データを受信できない宛先が含まれているか否かを判断する
　ことを特徴とする（５）に記載の画像送信装置。
【００２３】
（７）前記受信能力情報とは、前記宛先が画像データを受信する際に用いる回線に関する
情報である
　ことを特徴とする（２）に記載の画像送信装置。
【００２４】
（８）前記受信能力情報とは、前記宛先が画像データを受信する際に使用するプロトコル
の種類を示す情報である
　ことを特徴とする（４）に記載の画像送信装置。
【００２５】
（９）前記受信能力情報とは、前記宛先がカラー画像データを受信可能なカラー機かカラ
ー画像データを受信できないモノクロ機かを示す情報である
　ことを特徴とする（６）に記載の画像送信装置。
【００３０】
（１０）前記通知手段は、前記同報送信に係わる画像データの入力がモノクロモードで行
なわれることを、所定の表示手段への表示およびまたは所定の印刷手段によるレポート印
刷で通知する
　ことを特徴とする（１）乃至（９）のいずれか１つに記載の画像送信装置。
【発明の効果】
【００３１】
　本発明に係わる画像送信装置によれば、同報送信の宛先の中にネットワークによる宛先
と公衆回線による宛先とが混在しているか否かを判定し、混在している場合は、該同報送
信に係わる画像データの入力をモノクロモードで行ない、同報送信の全宛先にモノクロの
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画像データを送信するようにしたので、カラーで読み取った画像データをモノクロの宛先
へ送信する前にカラー／モノクロ変換する処理が不要になり、ＣＰＵの処理負担の増大が
防止されると共に、カラー／モノクロ変換専用のハードウェアを設けずに済むので、装置
コストの低減に貢献する。
【発明を実施するための最良の形態】
【００３２】
　以下、図面に基づき本発明の実施の形態を説明する。
【００３３】
　図１は、本発明の実施の形態に係わる画像送信装置としての複合機１０の概略構成を示
している。複合機１０は、原稿画像を読み取ってその複製を記録紙上に作成するコピー機
能のほか、外部端末から受信した印刷データに基づいて印刷するプリンタ機能や、原稿画
像を読み取って対応する画像データを保存したり外部へ出力したりするスキャナ機能、通
信回線を通じて画像データを送受信するファクシミリ機能などを備えた複合機であり、画
像のカラー読み取り、カラープリント、カラーによる送受信の可能なカラー機として構成
されている。
【００３４】
　複合機１０は、ＣＰＵ（Central Processing Unit）１１と、ＲＯＭ（Read Only Memor
y）１２と、ＲＡＭ（Random Access Memory）１３と、不揮発メモリ１４と、読取部１５
と、記録部１６と、ネットワーク通信部１７と、表示部１８と、操作部１９と、画像処理
部２１と、通信制御部２２と、モデム２３とをバス２５に接続して構成される。モデム２
３にはＮＣＵ（Network Control Unit）２４が接続されている。
【００３５】
　ＣＰＵ１１は、当該複合機１０の動作を統括制御する制御手段としての機能を果たす。
ＲＯＭ１２は、各種プログラムが予め記憶された読み出し専用のメモリである。ＲＡＭ１
３は、ＣＰＵ１１がＲＯＭ１２に格納されたプログラムを実行する際に各種のデータを一
時格納するワークメモリや画像データを記憶する画像メモリとして使用される。不揮発メ
モリ１４は、システム設定やユーザの登録した宛先情報などを不揮発に記憶するメモリで
ある。
【００３６】
　読取部１５は、原稿画像を光学的に読み取って対応する画像データを出力する。読取部
１５は、原稿画像をカラーで読み取るカラーモードと、原稿画像をモノクロで読み取るモ
ノクロモードとを切り替え可能に備え、ＣＰＵ１１からの指示に従っていずれかのモード
で原稿画像を読み取るように構成されている。すなわち、読取部１５は、画像データを、
カラーモードとモノクロモードとに切り替えて入力可能な画像入力手段としての機能を果
たす。
【００３７】
　記録部１６は、画像データに応じたカラー画像を記録紙上に形成する機能を果たす。こ
こでは、記録紙の搬送装置と、感光体ドラムと、帯電装置と、レーザーユニットと、現像
装置と、転写分離装置と、クリーニング装置と、定着装置とを有する、電子写真プロセス
を用いたカラーレーザープリンタとして構成されている。
【００３８】
　表示部１８は、液晶ディスプレイなどで構成され、設定画面、操作画面などユーザイン
ターフェース用の各種画面が表示される。操作部１９は、液晶ディスプレイの画面上に敷
設されたタッチパネルや操作スイッチなどで構成され、各種のユーザ操作を受ける機能を
果たす。
【００３９】
　画像処理部２１は、画像データに拡大、縮小、回転、圧縮・伸張などの各種の処理を施
す機能を果たす。
【００４０】
　ネットワーク通信部１７は、ＬＡＮ（Local Area Network）などのネットワークを介し
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て外部装置とデータを送受信する機能を果たす。ＮＣＵ２４は公衆回線ＰＳＴＮ（Public
 Switched Telephone Network）と接続するための制御回路である。モデム２３は、デジ
タルデータをアナログの公衆回線を介して送受信するための変調／復調器である。
【００４１】
　通信制御部２２は、ネットワーク通信部１７やモデム２３、ＮＣＵ２４を使用して外部
装置とファクシミリ通信を行なうための制御機能を果たす。本実施の形態では、ＩＰ-Ｆ
ＡＸ、ＳＩＰ（Session Initiation Protocol）-ＦＡＸ、Ｇ３-ＦＡＸの３種類の通信方
式に対応している。
【００４２】
Ｇ３-ＦＡＸは、ＩＴＵ-Ｔ（International Telecommunication Union-Telecommunicatio
n sector）の勧告Ｔ.３０に準拠したファクシミリの通信方式である。通信には公衆回線
が使用される。
【００４３】
　ＩＰ-ＦＡＸはＩＴＵ-Ｔの勧告Ｔ.３７に準拠したプロトコルや、ＳＭＴＰ（Simple Ma
il Transfer Protocol）といったインターネット・プロトコルを使用してファクシミリ通
信を行なう。Ｔ.３７では、電子メールの添付ファイルとして画像データが送受信される
。画像ファイルの添付された電子メールはメールサーバを介して送受信される。通信には
、ＩＰネットワークが使用される。
【００４４】
　ＳＩＰ-ＦＡＸは、インターネットを介して送受信機間で直接、ピア・ツゥ・ピアで画
像データを送受信するファクシミリの通信方式である。ＳＩＰ-ＦＡＸにおいては、ファ
クシミリ装置を特定する識別情報（例えば、公衆回線におけるＦＡＸの電話番号）とＩＰ
アドレスとを関連付けて登録したＳＩＰサーバと呼ばれるサーバをネットワーク上に設置
しておく。送信機がＳＩＰサーバに対して宛先のＦＡＸ番号で接続要求すると、ＳＩＰサ
ーバは送信機から受け取ったＦＡＸ番号から宛先のＩＰアドレスを検索し、送信機と宛先
の受信機とを接続する。ＳＩＰサーバは呼制御を行なうものであり、接続後の画像データ
の転送方式は別途定められる。たとえば、ＩＴＵ-Ｔの勧告Ｔ.３８に準拠したプロトコル
や、ＳＭＴＰ等のインターネット・プロトコルが使用される。通信には、ＩＰネットワー
クが使用される。
【００４５】
　ＩＰ-ＦＡＸおよびＳＩＰ-ＦＡＸはネットワークを使用して画像データを送受信するネ
ットワークＦＡＸであり、カラー画像の送受信は、ネットワークＦＡＸであるＩＰ-ＦＡ
ＸまたはＳＩＰ-ＦＡＸにおいて可能であり、Ｇ３-ＦＡＸではカラー画像の送受信はでき
ないものとする。一方、モノクロ画像の送受信はＩＰ-ＦＡＸ、ＳＩＰ-ＦＡＸ、Ｇ３-Ｆ
ＡＸのいずれでも可能である。
【００４６】
　複合機１０は、同報送信の宛先を指定する際に、プロトコルの異なる宛先を混在指定可
能になっている。すなわち、ネットワークＦＡＸの宛先とＧ３-ＦＡＸの宛先とを混在し
て同報送信の宛先に指定することができる。
【００４７】
　ＣＰＵ１１は、同報送信の宛先指定を受ける宛先指定手段１１ａと、同報送信の宛先の
中にネットワークＦＡＸによる宛先と公衆回線による宛先（Ｇ３-ＦＡＸの宛先）とが混
在するか否かを判定する判定手段１１ｂと、判定手段１１ｂの判定結果が混在ありの場合
に、該同報送信に係わる画像データの入力をモノクロモードで行なわせ、該取り込まれた
モノクロの画像データ同報送信の各宛先に送信する送信制御手段１１ｃと、判定手段１１
ｂの判定結果を通知する通知手段１１ｄとしての機能を果たす。同報送信の宛先指定は、
表示部１８および操作部１９を通じて受けるほか、ネットワーク通信部１７を通じてパー
ソナルコンピュータなどの外部端末から受けてもよい。また通知手段１１ｄは表示部１８
または記録部１６を制御して判定結果の通知を行なう。
【００４８】
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　次に、複合機１０における宛先登録について説明する。
【００４９】
　宛先登録には、短縮宛先登録と、グループ宛先登録と、プログラム宛先登録との３種類
がある。短縮宛先登録では、短縮番号（登録Ｎｏ.）毎に１つの宛先を登録する。ここで
は、１つの短縮番号に対応付けて、宛先とその受信能力情報とが関連付けられる。受信能
力情報とは、画像データを受信可能なプロトコルの種類（本実施の形態においてはＩＰ／
ＳＩＰ／Ｇ３の３種類）に関する情報、宛先を特定するためのＦＡＸ番号（電話番号）や
メールアドレスやＩＰアドレス、宛先名、宛先がカラー画像データを受信可能なカラー機
かカラー画像データを受信できないモノクロ機かを示す情報や、画像データを受信する際
に用いる回線に関する情報などが登録される。
【００５０】
　グループ宛先登録では、複数の短縮番号を１つのグループ番号に対応付けて登録する。
プログラム宛先登録は、１または２以上の宛先のほかに任意の送信条件などを登録するこ
とができる。短縮宛先登録、グループ宛先登録、プログラム宛先登録の各登録内容は不揮
発メモリ１４に記憶される。
【００５１】
　図２は、同報送信の宛先を指定するための宛先指定画面４０の一例を示している。宛先
指定画面４０には、操作案内や警告メッセージなどが表示されるメッセージ欄４１、宛先
の選択方法を選択するための複数のタグ４２、選択可能な宛先がリスト表示される宛先リ
スト欄４３、同報送信の宛先に選択された宛先名が一覧表示される同報宛先欄４４などが
表示される。
【００５２】
　図２は、短縮タグ４２ｂを選択した場合の表示例である。宛先リスト欄４３には、登録
済みの短縮宛先に対応する宛先選択釦４５が、宛先と関連付けられて登録された受信能力
情報に基づいてカラーのネットワークＦＡＸ（本実施の形態においては、少なくともＩＰ
およびＳＩＰに対応するが、さらにＧ３に対応しても構わない）と、モノクロのネットワ
ークＦＡＸ（本実施の形態においては、少なくともＩＰおよびＳＩＰに対応するが、さら
にＧ３に対応しても構わない）と、Ｇ３-ＦＡＸ（本実施の形態においては、ＩＰおよび
ＳＩＰのプロトコルを使用して画像データを受信することができない）とに区分けして表
示されている。各宛先選択釦４５には、対応する短縮宛先の宛先名やＦＡＸ番号が表示さ
れる。ユーザは宛先リスト欄４３に表示されている任意の宛先選択釦４５を押下すること
で同報送信の宛先を次々に選択でき、同報宛先欄４４には選択された宛先のＦＡＸ番号や
アドレス情報が順次追加表示される。なお、本実施の形態においては、受信能力情報は宛
先と関連付けられて登録される例を述べたが、データのやりとりの結果、相手の保有する
受信能力情報を得るようにしても良い。
【００５３】
　なお、同報送信の宛先指定はグループ宛先やプログラム宛先でも行なうことができる。
さらに、ＦＡＸ番号を直接入力して指定することもでき、この場合は、送信に使用するプ
ロトコルの種類も同時に指定される。
【００５４】
　複合機１０は、読取部１５に原稿がセットされ、宛先指定画面４０から同報送信の宛先
指定を受け、さらに図示省略のスタート釦の操作を受けると同報送信処理を開始する。
【００５５】
　図３は、同報送信処理の流れを示している。カラー送信の指定がなされているか否かを
判別し（ステップＳ１０１）、カラー送信の指定がなされていない場合は（ステップＳ１
０１；Ｎ）、読取部１５により原稿をモノクロモードで読み取り（ステップＳ１０２）、
該モノクロの画像データを同報送信の全宛先に対して送信する（ステップＳ１０３）。
【００５６】
　カラー送信の指定がなされている場合は（ステップＳ１０１；Ｙ）、同報送信の宛先の
中にＧ３-ＦＡＸの宛先が混在しているか否かを判定し（ステップＳ１０４）、Ｇ３-ＦＡ



(10) JP 4200457 B2 2008.12.24

10

20

30

40

50

Ｘの宛先が同報送信の宛先の中に混在している場合は（ステップＳ１０４；Ｙ）、読取部
１５により原稿をモノクロモードで読み取ると共に、原稿がモノクロモードで読み取られ
ることを表示部１８に表示してユーザに通知する(ステップＳ１０５)。
【００５７】
　その後、モノクロモードで読み取ったモノクロの画像データを同報送信の全宛先に対し
て送信する（ステップＳ１０６）。すなわち、カラーのネットワーク宛先が同報送信の宛
先に含まれている場合でも、Ｇ３-ＦＡＸの宛先が同報宛先の中に混在する場合は、該同
報送信の全宛先に対して、モノクロモードで読み取ったモノクロの画像データを送信する
。
【００５８】
　一方、同報送信の宛先の中にＧ３-ＦＡＸの宛先が混在していない場合は（ステップＳ
１０４；Ｎ）、読取部１５により原稿をカラーモードで読み取ると共に、原稿がカラーモ
ードで読み取られることを表示部１８に表示し（ステップＳ１０７）、さらに、カラーモ
ードで読み取ったカラーの画像データを同報送信の全宛先に対して送信する（ステップＳ
１０８）。
【００５９】
　このように、同報送信の宛先の中に、公衆回線を使用して画像データが送信されるＧ３
-ＦＡＸの宛先が混在する場合は、全ての宛先に対してモノクロ画像データを送信するよ
うに原稿をモノクロモードで読み取るので、従来のようにカラーで読み取る場合と異なり
、Ｇ３-ＦＡＸの宛先へ送信する際に画像データをカラー／モノクロ変換する処理が不要
になる。すなわち、カラー／モノクロ変換によるＣＰＵの処理負担の増大や該変換専用の
ハードウェア増設による装置のコストアップを回避することができるので、特に、低価格
帯のカラー画像送信装置に適した混在同報送信の実現方法が提供される。
【００６０】
　なお、カラー画像の受信能力を有するネットワーク宛先が同報送信の宛先の中に含まれ
ている場合でも、カラー送信の指定がなされていない場合はＧ３-ＦＡＸの宛先が混在す
るか否かにかかわらずモノクロモードでの読み取りが行なわれて、全宛先にモノクロの画
像データが送信される。また、同報送信の宛先の中にネットワーク宛先が含まれている場
合でも、該宛先がすべてモノクロのネットワーク宛先であってカラーのネットワーク宛先
が含まれていない場合は、Ｇ３-ＦＡＸの宛先が混在するか否かにかかわらずモノクロモ
ードでの読み取りが行なわれ、全宛先にモノクロの画像データが送信される。
【００６１】
　図５は、原稿がモノクロモードで読み取られる旨の案内がメッセージ欄４１に表示され
た状態の宛先指定画面４０を示している。同図では、カラー送信可能なネットワークＦＡ
Ｘの宛先である「ｃｏｌｏｒＦＡＸ社」および「Ａデザイン社」とＧ３-ＦＡＸの宛先で
ある「本社」とが混在して同報送信の宛先に選択されているため、原稿がモノクロモード
で読み取られる旨が通知されている。
【００６２】
　なお、混在判定のタイミングは、同報送信の宛先がすべて指定された後、スタート釦が
押下された時点で混在の有無を判定して混在の通知を行なうように構成するほか、同報送
信の宛先が指定される毎に混在の有無を判定し、混在が発生した時点で原稿がモノクロで
読み取られる旨の通知を行なうようにしてもよい。たとえば、図５の場合、カラーのネッ
トワークＦＡＸの宛先である「ｃｏｌｏｒＦＡＸ社」および「Ａデザイン社」を選択した
後、Ｇ３-ＦＡＸの宛先である「本社」を選択した時点で、原稿がモノクロモードで読み
取られる旨の通知が行なわれる。また、原稿の読み取りがモノクロモードとなったことを
通知するだけでなく、その要因をさらに通知してもよい。
【００６３】
　原稿がモノクロモードで読み取られる旨は同報送信予約レポートなどに印刷して通知し
てもよい。図６は、同報送信予約レポート６０の一例を示しており、送信画像モードの欄
６１に「モノクロ」と表示することで、モノクロモードでの読み取りを通知している。
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【００６４】
　以上、本発明の実施の形態を図面によって説明してきたが、具体的な構成は実施の形態
に示したものに限られるものではなく、本発明の要旨を逸脱しない範囲における変更や追
加があっても本発明に含まれる。
【００６５】
　たとえば、実施の形態では、同報送信を実行するときや同報送信の宛先を指定する際に
ネットワークＦＡＸの宛先とＧ３-ＦＡＸの宛先との混在を判定したが、たとえば、グル
ープ宛先やプログラム宛先の登録時に、そのグループに登録される宛先やプログラムに登
録される宛先の中にＧ３-ＦＡＸの宛先が混在しているか否かを判定し、混在する場合に
は、該グループ宛先やプログラム宛先での送信において原稿がモノクロモードで読み取ら
れてモノクロで送信されることを通知してもよい。
【００６６】
　さらに、ＦＡＸ番号を直接入力して宛先の指定が行なわれる場合には、該宛先の指定時
にプロトコルの種類としてＧ３-ＦＡＸが選択されたか否かを判断して混在の有無を判定
するようにしてもよい。
【００６７】
　逆に、送信プロトコルとしてインターネット・プロトコルが選択された場合に、判断す
るようにしても良い。
【００６８】
　また、カラー送信が指定されているか否かやカラーのネットワーク宛先が同報宛先の中
に含まれているか否かにかかわらず、ネットワークＦＡＸの宛先とＧ３-ＦＡＸの宛先と
が同報送信の宛先の中に混在しているか否かを判定し、混在している場合にモノクロモー
ドで読み取ってモノクロの画像データを全宛先に送信するように構成してもよい。このよ
うにすれば判断が容易になる。
【００６９】
　また、同報宛先の中にネットワークＦＡＸの宛先とＧ３-ＦＡＸの宛先とが混在するか
否かを判定する代わりに、同報宛先の中にＧ３-ＦＡＸの宛先が存在するか否かを判定し
、ネットワークＦＡＸの宛先の存否にかかわらずＧ３-ＦＡＸの宛先が存在する場合に原
稿をモノクロモードで読み取るように構成してもよい。
【００７０】
　すなわち、同報宛先の中に、ネットワークを経由して画像データを受信できない宛先が
含まれているか、インターネット・プロトコルを使用して画像データを受信できない宛先
が含まれているか、もしくは、カラー画像データを受信できない宛先が含まれているかと
いう点につき、少なくとも１つ以上を判定し、該当するような宛先が存在する場合には、
原稿をモノクロモードで読み取り、読み取って得られた画像データを同報送信の各宛先に
送信するようにしても良い。
　さらに、使用する回線として公衆回線が選択された時、通信プロトコルとしてＴ．３０
が選択された時、もしくは、送信モードとしてモノクロ送信が選択された時は、上述のよ
うな宛先の存在判定を行わずに、モノクロモードで原稿画像を読み取るようにしても良い
。
【００７１】
　また上記のような混在の判定に代えて、カラー送信の指定がありかつ同報送信の宛先が
すべてカラーのネットワーク宛先であることをカラーモードで原稿を読み取る条件とし、
該条件が満足されない場合はモノクロモードで原稿を読み取るように構成してもよい。
【００７２】
　原稿がモノクロモードで読み取られる旨の通知は外部装置に対して行なうようにしても
よい。たとえば、外部端末からリモート操作で同報送信のジョブを受けた場合は、該外部
端末に対して通知するとよい。
【００７３】
　実施の形態では、読取部１５で原稿画像を光学的に読み取ることで画像データを入力し
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像データは外部装置などから入力されてもよい。
【００７４】
　実施の形態では、複合機を例に説明したが、画像データの同報送信機能を有する装置で
あれば、ファクシミリ装置でもかまわない。
【図面の簡単な説明】
【００７５】
【図１】本発明の実施の形態に係わる複合機の構成を示すブロック図である。
【図２】本発明の実施の形態に係わる複合機の表示部に表示される宛先指定画面の一例を
示す正面図である。
【図３】本発明の実施の形態に係わる複合機が行なう同報送信処理を示す流れ図である。
【図４】従来の混在同報送信の処理手順を参考に示した流れ図である。
【図５】原稿がモノクロモードで読み取られる旨の案内が表示された宛先指定画面の一例
を示す正面図である。
【図６】本発明の実施の形態に係わる複合機が印刷出力する同報送信予約レポートの一例
を示す正面図である。
【符号の説明】
【００７６】
　１０…複合機（画像送信装置）
　１１…ＣＰＵ
　１１ａ…宛先指定手段
　１１ｂ…判定手段
　１１ｃ…送信制御手段
　１１ｄ…通知手段
　１２…ＲＯＭ
　１３…ＲＡＭ
　１４…不揮発メモリ
　１５…読取部
　１６…記録部
　１７…ネットワーク通信部
　１８…表示部
　１９…操作部
　２１…画像処理部
　２２…通信制御部
　２３…モデム
　２４…ＮＣＵ
　２５…バス
　４０…宛先指定画面
　４１…メッセージ欄
　４２…タグ
　４２ｂ…短縮タグ
　４３…宛先リスト欄
　４４…同報宛先欄
　４５…宛先選択釦
　６０…同報送信予約レポート
　６１…送信画像モードの欄
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